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　開 催 要 綱　
◆目的と概要」
私たち「地域生活支援フォーラム千葉実行委員会」は、支援費制度が始まる前夜から活動を行ってきました。戦後間もなくの時期から続いていた、措置制度・入所施設中心の障害者福祉制度から、障害を持った方のそれぞれが、当たり前に地域で暮らすことが施策の中で実現されようとしていることに大きな期待を抱いていたからです。

それから10年。本フォーラムでは地域での生活にこだわり、千葉県内の方々とそのことの意味を精査し、必要なことの検証を続けてきました。

この10年の間、国や千葉県の福祉施策は大きく変わりましたが、障害を持った方の暮らしぶりはどのように変わったのでしょうか。

千葉フォーラム10回目の区切りとして、この10年間を振り返り、これからのあり方を展望します。

◆主　催　地域生活支援フォーラム千葉実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実行委員長：田上昌宏、千葉県手をつなぐ育成会会長）
◆後　援　千葉県、千葉市、千葉県社会福祉協議会、千葉市社会福祉協議会、千葉県手をつなぐ育成会、千葉市手をつなぐ育成会、千葉県自閉症協会、千葉県重症心身障害児（者）を守る会、千葉市重症心身障害児（者）を守る会、千葉県肢体不自由児者父母の会連合会、千葉市肢体不自由児者父母の会連合会、千葉県知的障害者福祉協会、千葉県特別支援教育研究連盟、千葉県特別支援学校学校校長会、千葉県社会福祉士会、千葉県介護福祉士会、千葉県生活ホーム等連絡協議会、千葉県グループホーム等連絡協議会、千葉県障害児の放課後・休日活動を保障する連絡協議会、選べる福祉ネットワーク、千葉障害者就業支援キャリアセンター、朝日新聞千葉総局、読売新聞千葉支局、毎日新聞千葉支局、産経新聞千葉総局、千葉日報社、ＮＨＫ千葉放送局（以上依頼中、順不同）
◆日　時　平成22年11月20日（土）10:00～16：30（9:30開場、受付）
◆会　場　千葉県労働者福祉センター/千葉市中央区千葉港4－4
◆参加費　２０００円（資料代として、当日会場でいただきます）
◆参加者　千葉県内の障害児者福祉行政担当者、サービス利用者、障害児者福祉サービス事業者、障害者雇用関係者、社会福祉協議会等関係者、障害児教育関係者、大学等研究機関関係者、その他この企画に関心のある方々
◆人　数　２５０名
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　参加 要 領　
◆参加費　２０００円（資料代：当日会場にて徴収させていただきます）
◆申込み　
11月1日（月）までに申込用紙に必要事項を記入のうえ、下記申込先まで郵送、ファクシミリまたは電子メールにてご送付ください。当日のご参加もOKです。
※当日会場にてお弁当の注文販売をいたします。概数の把握が必要ですので、ご希望される方はお申し込み時に該当欄にご記入下さい。

※車椅子を御利用の方、手話通訳、要約筆記が必要な方は、申込用紙の該当欄に○をつけてください。

◆申込・問合せ先　

中核地域生活支援センター海匝ネットワーク（担当：英一馬）

〒289-2511 千葉県旭市イの１７７５
TEL:0479(60)2578 FAX:0479(60)2579 ﾒｰﾙ:sawayaka-n@rosario.jp


＜交通＞    
●JR千葉駅前より千葉都市モノレール（千葉みなと行）乗車、千葉市役所前駅下車、徒歩４分
●ＪＲ京葉線千葉みなと駅下車徒歩１０分
第１０回　地域生活支援フォーラム千葉　参加申込書

※昼食の欄はいずれかに○をつけて下さい。

	参 加 者 氏 名

（代表者に○印をおつけ下さい）
	昼  食

（1000円程度）

	
	要 　不要



	
	要 　不要



	
	要 　不要



	
	要 　不要

	
	要 　不要

	（ 車椅子のご利用　　手話通訳　　要約筆記 　）

必要な方は○をつけて下さい。必要な配慮をいたします。

	所属など

（空欄でも可）
	

	連絡先住所

（代表者１名で結構です。以下同）
	〒



	電話番号
	

	ＦＡＸ
	


※11月1日（月）までに下記宛にお申し込み下さい。郵送、ＦＡＸで送るか、あるいは上記内容をメールにてお伝え下さい。
※資料代はお一人２０００円です。当日会場にて徴収させていただきます。
※弁当は当日業者が直接受け付けます。準備の目安として申し込み時に要不要を伺っています。
【申込み・問い合わせ先】

中核地域生活支援センター海匝ネットワーク（担当：英一馬）

〒289-2511 千葉県旭市イの１７７５

TEL:0479(60)2578 FAX:0479(60)2579 ﾒｰﾙ:sawayaka-n@rosario.jp
～千葉県の障害者福祉この10年を振り返ってこれからを展望する～





　プ ロ グ ラ ム　





9：30～　　　 受付開始


10：00～　　　 開会、主催者挨拶





10：10～12:00　千葉県の障害者福祉10年を振り返って①


「制度にしばられない！掟やぶりの(？)五十嵐節」


千葉県の地域生活支援のパイオニア、柏市「ばおばぶ」の五十嵐さんにこの10年を振り返っていただきます。制度にとらわれずに、必要な支援を行ってきた立場で存分に語っていただきます。


五十嵐正人さん（ばおばぶ代表）


【聞き手】幡谷美津子・渋沢茂（実行委員）


12：00～13：00　休憩





13:00～14:00　千葉県の障害者福祉10年を振り返って②


対談「どうだったのよ！この10年？」～保護者の思い～　　　


制度が変わって障害を持った方の暮らしはどう変わったのでしょうか。3人の保護者の方からお話を伺います。


大屋滋さん（千葉県自閉症協会）　　　　　　


田上昌宏さん（千葉県手をつなぐ育成会）　　


久保田美也子さん（千葉市手をつなぐ育成会）


【聞き手】幡谷美津子・渋沢茂（実行委員）








14:10～16:30　これからの10年に期待すること


シンポジウム「どうなる？どうする？これからの10年」


これまでの10年を振り返り、これからの10年を展望します。


　【シンポジスト】細渕宗重さん（ロザリオの聖母会理事長）


宮代隆治さん（さざんか会理事長）　　　


竜円香子さん（市川市手をつなぐ親の会）


五十嵐正人さん（前掲）　　　　　　　　


【コーディネーター】朝比奈ミカさん　　　　　　　　　　　　


（中核地域生活支援センターがじゅまる）











第10回　地域生活支援フォーラム千葉
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